
高密度播種で苗箱を減らして、育苗資材費、田植え作業を軽く！
慣行より播種量を多くし、使用する苗の数を減らす省力・低コスト技術

慣行

乾籾130g/箱 →

高密度播種

乾籾250～280g/箱

播種量を増やすことで箱、培土、農薬
の使用量を削減
移植作業も軽労化

苗箱数 ↓ 苗運搬 ↓ 苗補給 ↓

苗質
やや軟弱に
なりやすい

注意

移植後

生育・収量・食味・品質
慣行との差なし

安心

育苗日数
早植 15～25日
普通植 15～20日
※ 移植が遅れると著し
く老化が進む

重要

栃木県試験での播種量の目安

早植 コシヒカリ ～280g/箱

早植 なすひかり ～250g/箱

早植 とちぎの星 ～280g/箱

普通植 コシヒカリ ～250g/箱

普通植 とちぎの星 ～280g/箱

失敗しない4ポイント

① 均一に播種 ② 移植日から逆算して育苗

③ 高密度播種に対応した播種機、
田植機が必要

↓
乾籾200g/箱であれば既存の播

種機、田植機で作業可能

④ 移植後の低温・強風時の移植
に注意

↓
予想される場合深水で対応

まずは品種・播種機、田植機の適応を確認し、播種量を決定
出典：栃木県農業試験場 研究成果集第41号（2019～2021年度）等

写真 高密度播種（左：慣行（130g/箱）、右：高密度播種（250g/箱））
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